
番
　
組

彗
ｉ
一　
人
　
袴

舅

奥
津
健
太
郎

親

野
村
又
二
岬
　
　
太
郎
冠
者

奥
津
健

一
郎

聟

野
村
　
信
朗後几
耐耐　俊膨

誓
塞

猿
　
　
唄

井
上松
次郎
　
　
親
鵠
　
毅
諮

誓

蝸

牛

出
伏

善
竹
　
十
郎

主
人
事
竹
大
二
郎

太
郎
冠
者

ユ成

出

　

支

揚

】

候
几

山
口
　
耕
道

〈
休

憩

二
十

分

〉

狂

花峰

子

洛
外
の
者
　
松

ロ
　
キ働
壼
ヽ

姜

野
口
　
隆
行

太
郎
冠
者

奥
津
健
太
郎薇見
叫樺が輩脚

附

祝

言

（終
‘
予
定
　
午
後
”
時
頃
）

御
　
挨
　
拶

ぢ
も
【や
る
ま
い
会

名
古
屋
公
演
】
に
際
し
ま
し
て
は
、多
大

な
る
御
支
援
・御
後
援
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
￥
ょ

で
ふ

ま
す
。

毎
年
５
月
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
本
公
演
も
、
今
年
で
第
“

口
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
４５
年
に
せ
師
父
・十
二

せ
野
村
又
二
郎
の
下
に
入
門
し
て
以
来
４５
年
、
先
代
高
弟
。当
家

番
頭
と
し
て
、
本
業
こ

一足
の
草
軽
で
父
。私
と
二
代
Ｌ
口
一っ
て
野

村
派
を
支
え
て
ヽ
てヽ
く
れ
た
松
口
喬
義
儀
が
本
年
還
暦
を
迎
え

ハ
．の
を
記
念
し
、
大
由
Ｆ
化
子
」
を
抜
か
せ
る
運
び
と
な
り
ま
し

■″
．^ヽク
技
キ
（ひ
ら
ヽ
』ア
と
は
、
狂
言
の
修
業
過
程
に
お
け
る
節
日
の

由
を
初
演
す
る
事
で
、
「那
須
語
〓
二
番
支
」
を
義
務
教
育
に
、

ま
た
「釣
狐
」
を
卒
業
論
文
に
例
え
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

傲
う
と
「花
子
」
は
修
士
論
文
に
相
当
す
る
も
の
で
、
本
来
な
ら

ば
直
接
の
師
で
あ
る
七
父
・先
代
又
二
郎
が
伝
授
し
、
後
几
を
務

め
て
見
届
け
る
‘

」ろ
で
す
が
、
人
フ
ロ
は
‐６
年
前
に
披
い
た
弟
弟

子
グ
・ヽめ
る
私
が
、
一ロ
リ
以
上
も
年
上
の
兄
弟
子
に
稽
音
を
つ
け
る

と
、ヽ
う
形
に
な
り
、
互
い
に
ど
こ
か
喬
映
ゆ
い
気
持
ち
が
無
き
に
し

も
非
ず
で
…
。

と
は
言
え
、
平
成
１４
年
の
「釣
狐
」
の
披
キ
か
ら
‐４
年
が
経
過

，
ら
、お
り
、
謡
を
多
用
し
た
人
由
の
技
キ
を
す
る
に
は
、
本
人
に

と
っ
て
も
年
齢
的
・体
力
的
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
の
は
否
め
ま

せ
ん
が
、満
を
持
し
て
還
暦
で
臨
む
Ｆ
化
子
」
を
温
か
く
見
守
っ
て

頂
き
、
わ
え
て
円
熟
の
域
に
進
ん
で
い
く
身
に
厚
誼
の
叱
咤
激
励

を
頂
け
れ
ば
、師
家
と
し
マ、１
）幸
い
に
存
じ
ま
す
。

ま
た
、今
口
の
企
画
で
は
敢
え
て
「謡

丁
‘
用
い
か
狂ヽ
言
ば
か
り

を
進
ん
で
配
由
し
て
お
り
、
本
年
斯
道
四
十
年
と
な
る
私
は
、
ま

声
・未
戌
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
表
国
時
代
な
ら
ば
え
服
の
歳
と

な
る
倅
を
花
聟
に
配
し
て
、
蜆
子
の
ド
タ
．ハ
タ
劇
を
扱
っ
た
で
一人

袴
」
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
十
‥

合
工

野

村

又

二
郎



《
演

日

紹

介

》

【狂
言
　
二
‐人
雄
買
に
に
ん
ば
か
ま
こ

結
婚
し
た
件
の
事
杢
ｔ

ミ
Ｔ

）、
父
親
は
腰
の
重
い
倅
を
追
い

立
て
て
舅
宅
へ
行
か
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
肝
心
の
聟
は
あ
れ
こ

れ
理
由
を
付
け
て
、
な
か
な
か
行
，
）う
と
し
ま
せ
ん
　
仕
方
な
く

舅
宅
の
問
前
ま
で
同
伴
，
同
か
う
の
で
す
が
…

聟
入
り
と
は
、
結
婚
後
に
初
め
て
妻
の
実
家
に
赴
き
二
家
父
と

盃
を
交
わ
し
て
親
子
の
契
―，
を
結
ぶ
と
い
っ
中
世
の
風
習
装
式

で
、
和
泉
流
に
は
「
聟
物

ア
一呼
ば
れ
る
作
品
群
と
し
て
葺
入

‐，

を
題
材
に
し
た
狂
言
が
、
本
曲
の
他
に
「鶏
聟
」
翌
日
曲
讐

〓
口
真

似
聟

一な
ど
十
数
番
あ
り
ま
す
　
基
本
的
に
は
聟
の
初
々
‐
Ｉ
ヽ

と
視
言
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
本
曲
は
形
式
的
な
構
成
か
ら

脱
却
・進
化
し
た
展
開
に
な
Ｐ
、お
り
、
親
離
れ
・子
離
れ
が
出
禾

な
い
事
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
現
代
に
も
通
じ
る
、
傑
作
狂
言
の

う
で
す

【小
謡
　
猿
一　
　
　
暉
ズ
さ
る
う
た
こ

狂
言
一‐靭
猿
，一の
曲
中
で
、
子
方
（子
役
）
の
猿
が
舞
う
際
に
話

わ
れ
る
も
の
で
、
歌
詞
が
秀
逸
で
、独
特
の
節
回
し
が
特
徴
の
一曲

で
す
。

【墾
一一曰
蝸
　
　
牛
雰
ぎ
ゅ
２
】

長
命
の
祖
父
の
更
な
る
長
寿
を
願
う
主
人
は
、
長
寿
の
秘
薬
と

噂
さ
れ
る
蝸
牛
（カ
タ
ツ
ム
リ
了
τ
薮
で
捕
っ
て
く
る
よ
う
太
郎
冠

者
に
一命
じ
ま
す
　
と
こ
ろ
が
、
蝸
牛
を
見
知
ら
ぬ
太
郎
冠
者
が
採

し
に
き
た
薮
に
いは
、大
峰
山
や
葛
城
山
で
の
修
行
を
終
え
羽
黒
山

へ
帰
国
す
る
山
伏
が
昼
寝
を
し
て
お
り
、
そ
の
姿
が
主
人
か
ら
教

４ヽ
‘ヽ
も
ら
つ
た
嬌
牛
の
特
徴
と
合
致
し
て
い
た
た
め
、
山
伏
を
蝸
牛

と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
‥

竜
青
≒
稽
と
も
思
わ
れ
る
童
話
的
な
内
容
で
す
が
、
太
郎
冠

者
う
臭
直
さ
を
軸
と
し
て
、
山
伏
と
主
人
と
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が

理
雇
抜
き
に
面
白
い
、
「
山
伏
物

」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
の
代
表

由
マ
ず
．

【藝
・口
花
　
　
子
■
な
量

洛
外

書
小都
郊
外
）
に
住
む
男
は
、
一年
前
に
東
国
方
へ
下
る
際

に
立
ち
生
ら
た
美
濃
国
野
上
宿
（現
在
の
岐
阜
・関
ヶ
原
）
で
、
花
子

レ
い
う
名
の
遊
女
と
盃
を
交
わ
し
ま
す
が
、
そ
の
女
の
あ
ま
り
の

美
し
さ
に
意
か
れ
一夜
の
契
り
を
結
び
ま
す
．
と
こ
ろ
が
、
そ
の
花

子
が
男
を
慕
っ
て
上
京
し
、
何
度
も
一
逢
い
た
い
ア
」手
紙
を
送
っ

て
き
ま

ずヽ
．
勿
論
男
も
直
ぐ
に
で
も
逢
い
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、

勘
の
鋭
い
妻
の
目
が
厳
し
い
た
め
に
、
た
っ
た
一度
の
返
信
が
出
来

た
だ
け
で
、
逢
う
事
が
出
来
ま
せ
ん
　
そ
こ
で
男
は
一計
を
案
じ
て

一世
一代
の
大
勝
負
に
挑
み
ま
す
が
…

能
「
班
女
」
を
下
地
に
し
た
後
日
諄
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
話

の
筋
は
単
純
な
浮
気
話
の
失
敗
談
で
す
が
、
「
小
歌
」
と
呼
ば
れ

る
流
一麗
で
叙
情
的
な
狂
言
一謡
を
多
用
す
る
事
で
、卑
俗
さ
。猥
雑

さ
を
日
立
た
な
く
さ
せ
る
と
い
■
呂
等
技
術
が
要
求
さ
れ
る
、
修

業
過
程
に
お
け
る
大
き
な
節
日
の
狂
言
で
す
ｃ

《
公

演

案

内

》

◆
７
Ｈ
ヽ
三
（海
の
日
）午
前
１０
時
３０
扮
開
演
〈於
〉名
占
屋
能
楽
堂

狂
言

也
留
舞
会
（愛
好
家
に
よ
る
発
表
会
・入
場
無
料
）

■
言

一
鼻
取
相
撲
Ｌ
痺
Ｌ

い
ろ
は
Ｌ
重
喜
Ｌ
果
山
伏
」

一
清
水
」
「
杭
か
人
か
」
「
盆
山
〓

茶
壺
Ｌ

鎌
腹
」

一
舎
弟
」
「
竹
生
島
参
」
「
柿
山
伏
」
「
舟
船
」
「
伯

母
ヶ
酒
」
「飛
越
」
コ
骨
薬
煉
」
「禰
宜
山
伏
」
ほ
か

◆
７
月
お
百
（第
４
ｔ
曜
）午
前
１０
時
３０
分
開
演
〈於
〉名
古
屋
能
楽
堂

第
９
回
　
ま
い
ま
い
狂
言
会
（子
連
れ
マ
マ
の
会
／
３
歳
か
ら
入

場
可
能
）

狂
言

一重
喜
」
野
村
又
三
郎
・野
村
　
さ
よ

狂
訂

「
附
子
」
野
村
　
信
朗
・奥
津
健
一郎
・奥
津
健
太
郎

狂
訂
ワ
ー
ク
ンヽ
ョ
ッ
プ
　
　
野
村
又
三
郎

◆
９
月
１９
日
（敬
老
の
日
）午
後
１
時
３０
分
開
演

〈於
〉日
黒
豊
口多
能
楽
堂

第
３２
回
　
狂
言

や
る
ま
い
会

東
京
公
演

狂
言

一才
宝
」
野
村
又
三
郎
・野
口
　
隆
行
・

奥
津
健
太
郎
・野
村
　
信
朗

狂
言

一‐蝸
牛
」
奥
津
健
太
郎
・伊
藤
　
　
泰
・奥
津
健
一郎

狂
言

「泣
尼
」
野
口
　
隆
行
・松
田
　
高
義
・野
村
又
三
郎

◆
１１
月
２６
日
（第
４
土
曜
）午
後
２
時
間
演

〈於
〉名
古
屋
能
楽
堂

第
１５
回
　
狂
言
三
の
会

～
又
二
郎
斯
道
四
十
周
年
記
念
～

狂
言

「三
本
柱
」
野
村
又
三
郎
。伊
藤
　
　
泰
・

野
村
　
信
朗
・奥
津
健
一郎

狂
言

「舟
船
」
野
村
又
三
郎
・松
円
　
高
義

狂
言

一‐武
悪
」
野
村
又
二
郎
・奥
津
健
太
郎
・野
口
　
隆
行

あ
な
た
も
「狂
言
」
「語
」
「舞
」
の
お
稽
古
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

年
齢
・性
別
国
籍
・経
験
な
ど
一切
不
間
で
す
。
ま
た
稽
古
場
の
見
学
や

体
験
入
門
、出
張
に
よ
る
公
演
・講
演
・講
座
な
ど
も
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
【野
村
事
務
所
】ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。


